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子ども教育学科　子どもの学び研究所取組の概要
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藤本　朋美

目　的 
学部と連携拠点学校園との相互連携協力を深め、

実践力を備えた学生の育成及び学校園の教員の資
質向上を目指す。

研究経過
１．学部と連携拠点学校園との連携 　

学部と連携拠点学校園との具体的な連携につい
ては、2010 年度からの基本姿勢を継続しながら 

「子ども支援地域活動」において学生に具体的に
携わらせることを原則としてきた。

ねらいは、小学校及び幼稚園並びに保育の場に
学生が参加し、子どもを支える地域の活動に参加
することを通して、子どもの地域に果たす役割を
実践的に理解し、それを支える活動の意味を把握
させ、学部の講義で学んだことを実践力へと発展
させることである。

2010 年度を連携の基本的な事柄が整備された
年として位置付けられ、2011 年度は連携活動を
拡大し、2012 年度以降は、連携活動がより円滑
化した。 
２．拠点校との連携活動 　

連携拠点学校園とは研究員を通して、あるいは
学校の具体的な教育活動への参加を通して、連携
を深めてきた。さらに、拠点校を含む複数の園や
学校で、観察実習や教育実習を実施してきた。

活動の具体的内容 
月 1 回、16:30 ~ 18:00 までの１時間 30 分実施

してきた。令和５年度の取組の概要は次のとおり
である。 
１．主な研究内容 

1）　学部と連携拠点学校園との連携の内容、在
り方 

2）　本学部学生の研究発表等への指導 
3）　本学学生への指導的立場からの活動 

4）　本学部学生の小学校教育実習及び幼稚園教
育実習の模擬授業の指導 

5）　学校現場の課題について、大学側教員・研
究員の研究協議活動の柱の一つは、本学のカ
リキュラムに応じた連携である。

教員採用試験前、教育実習前後、卒業研究発表
等について共有したり指導・助言を仰いだりする
ことをとおして、多面的に学び合うことをねらい
としている。

もう一つは、研究員と学生との対談である。教
育現場の今日的課題の解決を目指した学生の学修
や地域活動について懇談的に指導を受けたり、教
育現場の研究員から学ぶ姿勢を学生に身に付させ
たりすることをねらいとしている。

 
２．令和５年度の取組 

月　日 主な研究活動内容

６月13日㈫ 委嘱状交付 　年間計画立案

７月18日㈫ （小学校）教員採用試験の模擬授業の指導

10月３日㈫ ３年生とのグループ別対談

11月７日㈫ １年生とのグループ別対談 

12月12日㈫ 実習報告会

１月16日㈫ ２年生とのグループ別対談

２月６日㈫ ４年生の研究発表への指導

活動の実際

研究会の内容と学生の取組に対する成果と課題
を見るために、連携拠点学校園の研究員による評
価を実施した。
１．結果
「学びに向かう力・人間性等」「思考力・判断力・

表現力」「知識・技能」の３つの観点のそれぞれ
について４件法で評価を求めた。各回における評
価は次のとおりである。
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図 1　第２回　４年生模擬授業指導

図２　第３回　３年生とのグループ対談

図３　第４回　１年生とのグループ対談

図４　第５回　実習報告会

図５　第６回　２年生とのグループ対談

２．考察
〇　年間をとおして連携拠点学校園の研究員から

学生の発言や姿勢に対して高い評価を得ること
ができた。

　　３つの観点の中では、全ての回において「学
びに向かう力・人間性」が高い傾向にあり、本
学部学生の姿勢が肯定的にとらえられていると
言える。

　　「思考力・判断力・表現力」「知識・理解」は
やや劣る結果となった。発表・対談などそれぞ
れの内容において、「考えたことをまとめる」「分
かりやすく伝える」「発言を共有したり練り上
げたりする」ことによって学びを高め合う力を
伸ばすことが今後の課題と言える。

〇　学生の振り返りによると、連携拠点学校園の
研究員による指導・助言が意欲の向上や不安等
の解消につながったという感想が多かった。特
に、グループ対談では、懇談的に回答をしてい
ただいた。学生にとって安心感をもたらし、次
への展望をもたらすことにつながったようであ
る。連携事業の大きな成果と言える。

今後の展望及び課題 　
本学部と連携拠点学校園と「相互の資質向上の

ための連携の在り方に関する研究」や「人間の発
達や育ちに関する研究」を進めることをねらいと
して、計画通りの活動を実施することができた。
連携拠点学校園の研究員・本学部学生・本学部教
員がそれぞれの立場や視点から共々にブラッシュ
アップを重ねてきた。

本学部学生が実践上の課題について、連携拠点
学校園の研究員との対談をとおして解決の見通し
をもつことができたり、発表に対する指導・助言
を仰いだりすることは学生たちの実践的な学修を
進める上で大きな成果があった。研究員とともに
本学部教員も多面的に学び合うことができた。

また、研究会において幼稚園と小学校との校種
の違いによるアプローチにより協議が深まった場
面もあり、幼小連携の有用性を感じた。「４年生
の卒業研究発表の指導」において、４年生が開発
した遊具の効果的な活用法について協議した際の
ことである。工夫点ばかりでなく、発達段階にお
ける活用法の工夫について様々な視点から意見に
より実用化への幅が広まった。一つの教材・教具
をもとに幼稚園と小学校の研究員の着眼点や視点
の違いを感じる機会となった。地域連携事業なら
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ではの成果であると言える。
今後は、これまでの連携協力体制を土台にしな

がら協議・研究する場を設け、更なる実践研究を
積み重ねることが求められる。 
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